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世界市場恐慌論序説
松　田　弘
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第一部　産業資本主義のもとにおける
世界市場恐慌論序説
久留間鮫造編『フルクス経済学レキ
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しか しす でに みた よ う に
シコソ』⑧恐慌 Ⅲ および三宅義夫著
『マルクス＝、~iLングルス・イギリス恐慌
史論』を手がかりとして
すでにみたように，『資本論』『乗q余価値学説史』のごとき「資本一般」の
論理次元に 乱 「資本一般」の範躊内における
それからはみ出したところさえある一 恐慌の諸契機があった。そのうち恐
慌の可能性を現実性に転化させる諸契機は恐慌論の最も奥深い基礎であると
いってよかろう。さらに「景気循環」という現象形態の底に「産業循環」と
いう本質かおる。 それは競争と信用という論理次元に立つから，「資本一般」
の論理次元に立つ前述の諸契機と異るが， 又 「国家」「外国貿易上「世界市
場」という論理次元を除外している点て，当面の「世界市場恐慌」論とも異
なる。　
ここでは，「産業循環論」はひとまずおき，「世界市場恐慌論」，それもさし
あたり原型をななす自由競争にもとづく産業資本主義のもとにおける世界市
場恐慌論をできるかぎり史的叙述としてではなく「理論」として展開するこ
とを意図するものである。 たんとなればすでに引用したごとく，「固有の恐
慌論とみなさるべきものはそり 〔『資本論』『剰余価値学説史』］ のいずこに
も見いたされない。」「固有の恐慌一 世界市場恐慌」（久留間鮫造 増補新版『恐
慌論研究』69―7頃）という久留間博士の主張は完全に正しく， われわれの求め
るものはかかる「固有の恐慌論」としての世界市場恐慌論にはかならないか
2らである。　
久留間鮫造博士は，世界市場恐慌論の構築にあたりマルクスエエソゲルス
の書き残したものに依拠すべきであると，と教示された。これはまことに適
切な教示であると考えられるが，マルクスは「経済学批判プラン」の「世界
市場と恐慌」を多少とも体系的に書き残したわけではなく，著書その他の所
所でこれに関説しているにすぎない。それは久留間博士によ9 て『マルクス
経済学レキシコン』③恐慌m のy にまとめられているが，独和対訳で24 べ-
ジにすぎない。　
いま一つは，マルクス＝ユーングルスが,  1847年,  1857年,  1866年,  1870年
代およびそれ以後の恐慌に関連して『ニューヨーク・デーリー・トリビュー
ソ』その他多数の新聞雑誌に寄稿した時事論文およびマルクスエエソゲルス
相互間および第三者にあてた手紙であって， これは三宅義夫教授に よ っ て
『マルクス＝エングルス・イギリス恐慌史論』上下巻と して編集されている。
最後になお必要なかぎり，ヅアルガ 『世界経済恐慌史』（これはあまり簡単
すぎるが），メンデリソソ 了恐慌の理論と歴史』のごとき恐慌史を利用した。
2　
周期的過剰生産恐慌は周知のとおり1925年に始まるが，1947 年恐慌は最初
の「国際恐慌」（ノンデリソン）すなわちヨーロッパ恐慌であり,    1957年恐慌
は最初の世界恐慌（ヴァルガ，ノンデリソン）であったから， まず1947 年恐慌
から考察をはじめることとする。　
マルクスは述べている。丁われわれはいよいよ本来の商業恐慌に， 貨幣恐
慌に話を進めよう。 1947年のはじめの4 ヵ月は，商業と工業の一般情況はま
だ満足すべき心ののように見えた八 それでも製鉄費と木綿工業とは別であ
った。 1845年の鉄道思惑のため非常な高さにあおられた製鉄業は，鉄の供給
過剰に見合う販路が減少しだのにおうとて，当然七れだけ打撃を受けた。東
インドおよび中国の市場向けの主要工業部門である木綿工業で は， す で に1845
年にこれらの市場にとって過剰生産となり，そしてすぐにこ れ に みあ
った反落が始っだ。 1846年の綿花不作，原料品ならびに完成品の価格騰貴，
これによって生じた消費減退は，この工業にたいする圧迫をつよめた。 1847
年のはじめ数力月に，全ラソカシアで生産がいちじるしく制限され，綿業労
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・働者はことに恐慌に追いつかれていた。　1847
年4 月15日に，インタランド銀行は短期手形全体にたいする最低割引
率を5 ％に引き上げ，割引き手形の総額を
賂いかんにかかわらず
しかも支払人である商社の性
制限した。最後に同行は，同行から前貸を受けて
いた商人たちに，これらの前貸が満期となったときには，もうこれまで慣例
であったようには更新しないで返還を求める，とい う最後通諜を出した。そ
の2 日後の週末残高の公表は， 銀行部の準備金が250万 ポンド・スターリン
グに落ちこんでしまったことを示していた。だからこそ，同行は，その金庫
からの金の流出を防止し，現金準備をふたたび高めるために，上述の措置を
とったのである。」　
「インタランド銀行の上述の諸決定と同行の準備金の現在高が低下してい
ノるという報道とは，ただちに貨幣市場にたいする圧迫と，千ギリスの商取引
高 金融のパニックをひき起した。パニックの激しさは1845 年に例 が な い ほ
どであった。4 月の末の数週と5 月のはじめの4 日間はほとんどすべての信
用取引が麻庫していた。それにもかかわらず異常な破産は起らなかった。商
社は莫大な利払いをすることによって，またその在荷や国債等々を破滅的な
安値で投売りすることによって，もちこたえたのであった。……最初の，さ
し迫った危険をこのようにして乗り二兎だことは，信頼感を高めるうえで大
いに役立ち，5 月5 日以来，貨幣市場への圧迫は目に見えて減退し，5 月末
ごろには恐慌状態はほとんど収まった。　
ところ昿 そのわずか数力月後，すなわち，8 月のはじめに……穀物取引
ノにおける破産がはじまった。そして9 月にはいるまで続いたこの破産が終わ
るか終わらないかのうちに，一般の取引で，とくに東インド，西インド，モ
ー リソセス島貿易で恐慌が猛威を集中して勃発し，しか も同時に，ロンドン，
リヴァプール，マンチェスター，グラスゴーでも勃発した。」　
「商業史上未聞のこの一連の破産は，一般的な過度投機と，これによって
ひ き起こされた植民地生産物の過剰輸入とが原囚となって生じたものであっ
た。長いあいだ人為的につり上げられていたこれらの商品の価格は，部分的
りには1848年4 月のパニック以前にすでに
下落していた。 だがモれが全般的に，
またいちじるしく下落しだのは，ようやくこのパニック以後のことであって，
こ のときになって全信用制度が崩壊し，次から次へと，商社が大量の投げ売
、4
りを よぎな くされた ので あ る。 ……　9
月の破産 は， 宜だ 本来 の商 社 だけ に 限 られ てい た。 10月1 日に ，イ ンタ
ラン ド銀行は短 期 手形 の最低 割 引 率を5 循％ に引 き上 げ ， そ れと同時 に，今
後 は どんな種 類 の ものであ れ， 国 債担保 の前 貸は もう行 わ ない であろ う， と
宣 言 した。 ど うな っては 株式 銀行 乱 個人 銀行業 者 もこ れ以上圧 迫 に抵抗 す
るこ とは でき なか った 。 ……　
ご の10 月 とい う月を と くに 特 徴づけ る諸銀行 の この全 般 的 な支払 停 止に 総
い て， リ ヴ ァプ ール， マン チ ェ スタ ー， オ ール ダ ム，ハ リ フ ァッ クス， グ ラ
ス ゴー等 々 で，証 券業 者，手 形 ，株式 ，船 舶，茶， 綿花 の仲買人 ，製 鉄業 者
と鉄商 ，綿紡 績業者 と羊 毛紡 績業 者 ，綿 プ リン ト業 者等 々 のおび ただ しい 数
の破 産が起 こ った。」　　
「恐 慌 は10 月23－25 日に 頂点 に達 し ， すべ ての商業取 引 が完 全に停 止 した
　.
こ のときに シ テ ィ代表 者た ち が，故 サ ー・p  バ ー ト・ ビ ール の犀 利 さ の果実
であ った1844 年 の銀行 法 の停 止を 働 きかけ ， これをか ち とった。 この停止 に
よっ て，イ ン タラン ド銀 行 の， 二つ別 々 の現 金準 備を もつ 完全 に独 立 した2
部 門へ の分 離 乱 一時 や んだ 。旧 制度 があ と何 日か続い てい た としたら， こ
れ ら部 門の一方 の銀 行部 は ，発 券部に は600 万 の金 が蓄 蔵 され てい たに も か
かわ らず，破 産 せざ るをえ な か った であろ う。　10
月には す でに ，恐 慌 の大 陸 への最 初 のは ね返 りが生 じた。 ブ リ ュッセル ，
べヽ ソブル ク，ブ レ ーメン，こ ル バ ―フェ ル ト，ジ ェノ ヴ ァ， リ ヴ ォル ノ， コ
ル トレイ ク，サ ソ ク ドベ ラルブ ル ダ， リス ボン， ヅ エネ ッツ ィアで同時 に大
き な破 産 が勃 発 した 。… …力ヽ くし てイギ リ ス以 外 での破産 件数 が増 大 し,     い
までは ニ ューヨ ーク， ロ ッテル ダ ム， ア ムステル ダ ム， ル アー ヴル，バ イ ヨ
ン ヌ， アン ト ワープ， モソ ス， ト リ干 ステ， マド リー ド， ス トッ クフ ォル ム。
で も同様 にひ どい破 産 が起 るに い たっ た。 12月に はマ ル セイユ と アルジ ェで
も恐 慌 が勃発し ， ドイ ツで はあ らた に 激し さを加え た。　
わ れわれは い まや，フ ラ ンス の二 月革 命 が勃発 した時 点に 到達 した。」
■   Marx / Engels, Reue, Mai lis October 〔1850〕　
“Neve Rlaeinisahe Zeitung, Funbtes und Secb stes Heft, Mai bis October, 1850Werke, Bd. 7, ss. 424
～427)
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1947年恐慌は未だ国際恐慌であって真の世界革命ではなく，したがって今
おれわれが課題とする世界市場恐慌でもなかった。とはいえ未曾有の規模と
徴しさをもっか恐慌であったばかりでなく，又なかんずくフランスの二月革
命，ドイツの三月革命，イギリスにおけるチャーチスト運動の再興その他を
ひきおこしたような，強い社会的影響力をもっだ恐慌であった。恐慌一革命
という図式がこの後マルクス＝エングノシスの頭脳を強く支配 した
もちろん本質的に正しい見解であるが，
それは
のも一つには彼らのこの若書日
の 恐慌一革 命 の体験 が強 く作 用 した から では なかろ うか。　1957
年恐 慌- こ の最 初 の世 界恐 慌一 につ い ては ， ど うして もそ れに先
。立 つイギ リスを中 心 とす る西 ヨ ーロ ッパ の経 済政 治情勢 に か んす る， マル ク
ス ＝,コニーソ ゲル スの見 解 を簡 単 に見 てお くこ とが必要 で あ る。 マル クス ＝エ ン
グ ル スは，早 くも「1852 年」に恐 慌一 革命 となるであ ろ うとい う見 通 しを立 て，
次 のように述 べ てい る。「い ずれに せ よい まや きざ し よ歴然 た るもの で あ っ
て ，来 春 の大 陸 で の動 乱 が まった く うるわ しい恐 慌 と時 を 同 じ くす る見込 み
が, い まやほ とん どそ の確実 性が 存 する。」（1851年10月15日付けのエングルスからにレ
タスへの手紙Werke,  Bd. 27， ss. 361～362）とい っ てい る。 こ れは彼 ら の 革命待 望
払 もよるが，実 際に恐 慌 の周期 が1947 年 恐 慌 までは5 年 周期 で，現実 の循環
渥 動 の形 が, ほぼ10 年 とい う，形 を は っき り とと りは じめた の は，1847 年恐 慌
か らのちであ った とい う事実 に もよる ものであ る。 次に マル クスは1853 年に
七同年 中 の恐 慌到来 必至を 告げ てい る。（，ルクスの1953年1 月29日付エソやレスヘの
手紙Werke,  Bd. 28, s. 209）そ の後 もマル ク スはフ ラ ンスの クレデ ィ・ モビ リこ二
が 破綻 した，1848 年 の と似 た よ うな動 乱に 発展 してゆ くこ とを期 待 してい る。
金融 状況 は，1855 年 に逼 迫一 緩 慢一逼 迫 の過 程かお り， こ の同 じ過 程 が1856
年 に ちくり返 された のであ り， そ してこ の間イ ギ リ スの輸 出は ，し たが
っ て生産 は，1853 年 のピ ー クを こえ て増 加 し，そ してこ れが三 度 目に くり返
された1857 年 に ，つい に恐 慌 が 爆発 す るこ ととな った のであ る。　1957
年9 月半 ば アメ リカ 合衆 国に おい て恐 慌が勃 発 し それは ただ ちに イ
ギ リスに も伝染 した。　
マル クスは書い てい る。　
「1857 年 に は合衆 国 で恐 慌が 爆発 した。 そこ で, イギ リ スか ら アメ リカに 金
6が流 出 した。 しか し アノ リカで の価格膨 脹が パ ン クす る と， イ ギ リスで恐 慌
が起 こ り， ア メ リカから イギ リ スへ の金 の流 出 が生 じた 。 イ ギ リ スとヨ ーロ
ッ パ大 陸 とのあ い だ で も同 じだっ た。」(Marx,Kapital,   1. Werhe,Bd. 25, S. 509ン
マル ク ス ＝エ ン グル スに とっては ，正 に待 に 待 った恐 慌だ った 。マ ル クス
はエ ン グル スに ，「1849 年 こ の方 こ の勃 発 の さい ほ ど気 持 ち の よい 思い を し
た こ とは ない 。」（1857年11月13日付の手紙Werke,Bd.  29，S. 207）と書 き送 り，コ=,ン
グル スは これに たい す る返書 （11 月15 日付）で，「過去7 年 間 のブルジ ョア的
汚物 … は洗 い清 め られ，い まや …完全 に …わ れわ れ の時 代 が来 た」 と宣言 しふ
「僕の軍事研究がただちに役立つだろう。」といい，「そして加えて騎馬，
すなわち狐猟
リ
これが本当の本当の練習だ だけ に 専 念 した い。」（a.
a。O.,SS.  211－212）と答 え ， こ れ に よ っ て,  マ ル ク ス= エ ン グ ル ス が 学 者 で あ
る まえ に なに よ り も まず 革 命 家 だ っ た とい う こ と ， と くに エ ン グ ル ス が 「将
軍 」 の ア ダ 名 に ふ さ わ し い 実 力 を 具 え た 人 物 で あ った こ と が 知 ら れ る で あ ろ・
う。　
そ れ は さ て お き ， イ ギ リ ス の 貨 幣0   二 ツ クは ， つ い に ふ た た び ，1957 年11
月6 日 に 不 合 理 な サ ー.    ptバ ー ト ・ ビ ール の 銀 行 法 の 停 止 を 招 い た 。　
こ の と き マ ル ク ス ぱ ，『 ニ3. ヨ ー ク ・ デ ー リ ー一 ト リビ ュ ー ン 』 の 論 説，
に お い て ，「割 引 率 の た ん な る 表 に よ っ て さ え ， 恐 慌 は 普 通 な ら二 年 前 に や
っ て き た は ず だ っ た こ とを 論 証 した 。 そ の 遅 れ た こ と も い ま非 常 に 合 理 的 に
説 明 が つ く。」（声 レタス「イギリスの商業事情の急激な悪化」『ニューヨーク・デーリー.トジ
ビューソ』1857年11月30日付，Werke,  Bd. 12, s. 322）とい っ て い る の は ， 自分 た ち 力
こ
く り返 し も っ と早 く恐 慌 が 来 る と予 言 した こ とへ の 言 訳 け で あ る と と もに ，
既 に 見 た よ うに こ の 段 階 で 未 だ 恐 慌 の10 年 周 期 説 を 確 立 して い なか っ た か ら
で あ ろ う。　
マ ル ク ス は つ い で ， イ ギ リ ス は 自 由貿 易 と と もに 事 情 が 一 変 す る だ ろ う と
言 わ れ て き た が ， 現 に 見 る よ うに そ うで は な か っ た と い い ， そ し て 「（以 前
に は ） 工 業 は 高 い 穀 物 価 格 に もか か わ らず 未 曾 有 の 高 揚 を 示 しだ の に ，他 方 。
現 在 で は 豊 饒 な 収 穫 に もか か わ ら ず ， 工 業 は 未 曾 有 の 崩 壊 に 見 舞 わ れ て い
る」 と い うお よそ 自 由貿 易 主 義 の 宣 伝 に反 す る現 実 が 現 れ て い る こ と に 注 敷
を 向 け て い る。（マルクス「184祥 の銀行法とイギリスの貨幣の恐慌」ト ユーヨーク・デー
トリビューソ』1857年11月21日.Werke,  Bd, 12，SS. 322～3)
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次に マル クスは 「諸工 業 地域 での工 業 の破滅」 につ い て，木 綿相 場 が ます
ますはげ しく低 落 してお り，当面 の需要 は まった くな く，操 業 短 縮が全 生産
の5 分 のi 以上 に及 んでお り，「い まではむ しろ当分 のあ い た工 場 を ま っ た
く閉鎖 した方 が賢 明 では ないか とい うこ とが 論議 され てい る」 こ とを 報 じて
い る。（マルクス，前掲論文づ トリビュソJ 1957年11月30日付Werke,  Bd. 12, s. 325）　
そしてい ‰ 「だか ら， これ まで のいつ に も まし て， 現 在 の痙摯 は工業 恐
慌の本質 をおび てお り， またモ れゆ えに 国民 的繁 栄 の根 源そ の ものを ゆ さぶ
ってい る。上 と結 論 してい る。（a. a. O., S. 325）　
最後に ，「ヨ ― = ツパ大陸 では ，「 ニの伝染 病は ，一方 では ， ス ウェ ーデ ン
からイタ リアへ 拡 が り，他方 では マ ド リードか ら ペシ ュ トへ広が っ てい る。
ハンブル グは関 税同 盟 の輸 出 入 の最 大 の商業 中心地 でお り，かつ北 部 ドイ ツ
の一般的 貨幣市 場を な し て い る 昿 もちろ ん第一 に打 撃 を受け ねば な らな
かうた。 フ ランスに つい てい えば ，フ ラン ス銀 行は その割 引 レ ー トを イギ リ
スの水準 に まで引 上げ てい った。 パ リの全 新 聞は陰気 な見 解 を述 べ ない よ う
に注意せ よとの内 々 の警 告を 受け ，金融 取 扱者 た ちは 憲兵 にお どか され てい
る。」（a. a. O., SS. 235～36）なか で もハ ンブ ル グの金融 パ ニ ックは もっ とも 猛
烈 であ り, 11 月29 日に ，多 数 の アル トナ の諸商 会 のほかに ハ ンブ ル グの20 の
大商会が 倒産 し，手形 の割 引は と まり，商品 や証券 の価 格 は名 目的 な もめ と
な り，すべ ての取 引 は停 止 す るに い たっ た。　
こうい う情勢 のな か でマ ル クスは超 人的 な仕事 を してい たふ「僕 は まっ た
く ものすご く仕 事を してい る。 たいて い 朝 の4 時 まで。 仕事 は すなわ ち二つ
あ る。第 一 ，経 済学概 要 の 仕上げ 。」 い うまで もな くそ れは 『現 在経 済学 批
判要綱 』 と題 して公 刊 され てい るマル クスの経 済学体系 の最初 の 仕上げ であ
る。マル クスはそ れを 「大 洪水 〔＝革命〕」 の くる までに や りとげ よ う と し
ていた のであ る。「第 二 ，現 在 の恐 慌。 これについ ては ー 「 ト リビ ュンヘ」
の論説を別とすれば ただ帳付けをしているだけだが，しかしとれがなか
な か時 間 を とる 。」（1857年12月18日付マルクスからエソゲルスへの手紙，Werke ，Bd.    29．s.
232）　
しか し政 治 的 に は ， マ ル ク ス ＝エ ン グ ル ス の恐 慌 一 革 命 論 は1857 年 恐 慌 に
つ い ては ほ とん ど 当 ら な か っ た と い っ て 過 言 で は な さ そ うで あ る 。 イ ギ リス
で は もち ろ ん ， フ ラ ン ス で 乱　 ドイ ツで もつ い に 革 命 は 起 ら なか
う た とい つ
8てよかろう。その最大の理由は自由競争にもとづく産業資本主義昿 しまや
イギリス一国を支配するものからイギリスを先頭とする世界的な体制となり，
かかるものとしてまさにその絶頂に達しようとしていたからであろう。産業
資本主義は生命力を保っていたのだ。
4
次に1866 年恐慌について見よう。1859
年頃より新たな循環に入り,  1860年はイギリス木綿工業の絶頂。 1861
年4 月～65年アメV  カの南北戦争。そのため木綿飢饉。
クス『直戻的生産過程の諸結果　国民文庫版59 』
マルクスは書い
ている。「1861年に，イギリスの商業会議所の公式の報告のなかにさえも書
いているように，まったくただアメリカの南北戦争のおかけで，それまで予
想されたこともなかったような大規模な産業恐慌も免れたのであ る。」マル
こ の間 マル クスは1861
年8 月～63年6 月に23冊のノート「経済学批判」を1864 ～65年に『資本論』
第3 部の原稿を書き，また1867年3 月『資本論』第1 巻の原稿完了，9月出版。
実践的には1864 年9 月国際労働者協会（:第1 イソクーナシ3 ナル）創立大会。　1866
年のはじめの4 ヵ月間のイギリスの輸出価額は,  1865年の周期間を30
パーセント超えた。物価水準にはさした変化はなかったので，これは船積み
された実際の商品の増加であった。この貿易ブームに ともたって，よりいっ
そうの会社設立や，またかかる時期によく生じるあらゆる楽観的なもくろみ
や疑わしい金融が生じた。　
インタランド銀行はすでに用心深く1865年の7 月末から0.5 パーセン ト 幅
でレートの引上げをはじめていたが，同年10 月からはその幅を1 パーセント
とし,  10～12 月に6,    7パーセントの高さを維持した。翌1866 年1 月4 日か
ら2 月22日までのおいたは8 パーセントとなった。一 暗黒の年となうてゆ
くべき凶兆的スタート。その後バンクレートは2 月22 日7  パーセント，3 月15
日6 パーセントとやや下げたが，5 月に入って5 月3 日7  パーセント，8
日8  パーセントと引き上げた。　10
日にはついにオーヴァレソト・ガーニー商会が〔大銀行〕が破産し，翌11
日シティは「暗黒の金融日」となった。インタランド銀行は11日バンク・
レートをQ パーセントに引上げるとともに，銀行業者やビル・ブロカーや商
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人 た ち に た い して多 数 の 救 済融 資 を お こ な い ， こ の貸 出 と既 存 預 金 の 引 出 し
とによって同行の準備金一 銀行部保有の銀行券 およ び 金銀貨
5
は ，11
日の営業開始時には5.727,000ポンドであったのが，夕刻に は半減となって3,000,000
ポンドを超えない額となった。　こうして同夕打1844年のインタ ラ
ンド銀行法の停止が（三度目に）決定され， この停止の条件として同行0 割
引，貸付の利子率は10パーセントを下らぬこととされ，翌12月からバンク・
レートはIQパーセントに引上げられた。　
この1866年恐慌は，1847年のそれが商業的,  1857年のそれが工業的であっ
た0 にたいして，特徴として「金融的J 陸格をもっていた。しかしそれはも
ちろん相対的なものにすぎないのであって世界（ないし国際）恐慌 の基礎に
あるものは工業恐慌であり，その上に商業恐慌があり，最後に金融恐慌がな
り立っているのである。これに続いて木綿工業の不況が長びき1868～69年が
最悪であった。しかしこの恐慌はヨーロッパ大陸でのそれがあまり顕著でな
いことが特徴的であろう。
最後 に1770,   80年 代 の恐 慌 につい て見 よう。 1779年 恐 慌に つい て，マル ク
スはダ ユエ ル ソンにあ て で書い てい る。「現象 は こ のた び は特 異 であ っ て，
多 くの点 て以 前そ うであ った の と違 ってい ま す。」（1879年4 月10 日付ダユエルンン
あての手紙Werke,Bd.  34, S. 370.)　
さらに1 年 半 後 に書い てい る。「 目下 の恐 慌 は ，そ の 期 間， 広 さ， 強度 に
か んしていえ ば ， イギ リ。スが これ まで経験 した もの の うち 最大 のもので すが
しか し… … イギ リスに おげ る従来 の大 きな周 期的 恐 慌 の頂点 ，す なわ ちロン
ドンでの金 融 的 崩壊 が まった く欠け てい ました。 こ の ま った く異 常 な 事 情
正当にも貨幣パニックと呼ばれているものの欠如 〔の〕， 決定的なモメ
ン トの一つ は ，・……1879 年 の強い金 融流 出が ，い ち じ る しい 程度 に おい て，
フ ランス銀行 と ドイ ツ・ ライヒ スバ ン クとの支持 に よっ て相殺 され た とい う
こ とで した。」（188眸9 月12日付ダエエルソンあての手紙SS.  463～464）こ こ に イギ リ
ス一 国の帝 国主 義的 支配 か ら欧米列 強 の桔抗 へ の移行 の あ らわ れを読 み とる
べ きであ ろ う。　
さらに1880 年 代 ともな れば， マル クス没後 のエ ングル スは ，1886 年11 月5
10
日付の 『資本論』 第1 巻英語版への 「序言」 につぎのように書いている。
「急走に発達しつつある外国産業は……海峡のこちら側においてさえ 乱 イ
ギリスの生産の目前に迫っている。生産力は幾何級数的に増大するのに
，市
場の拡張はせいぜい算術級数的にしか進まない。 1825年から1867 年までたえ
ずくり返した沈滞，繁栄，過剰生産，恐慌の10年ごとの循環は，なるほど,ト
そのコースを走 り終ったようにみえる。だがそれは，ただわれわれを永続的
，
慢性的な不況という絶望 の沼地につき落すためでしかない。あこがれの繁栄
期はやって来ないであろう。その前ぶれの徴候が認められるとみえるたびに
，
そのたびにその徴候はまたもや空に消えてゆく。その間に，冬がくるたびに
寸失業者をどうするのかj］という大問題がくり返して起きてくる。だが失業
者の数は年々膨張しているのに，この問題に答える人はだれもいない。そし
てわれわれは，失業者たちが辛棒できなくなり，彼ら自身の運命を彼ら自身
の手に握るであろう瞬開かくるのを，ほぼ計算することができる。
」（Werke ，Bd,
23, ss. 39～40）　1870
年代からこの世紀全般を蔽いくつくしたこの「大不況」の下に，ドイ
ツではカルラルが，アメリカではトラストが，千ギリスでは植民地的帝国主
義が着々と進行していた。そして19世紀末ないし20世紀初頭には列強が帝国
主義一 金融資本の支配する独占資本主義の段階に入った。もちろん独占資
本主義のもとにおいても恐慌はなくなりはしない。いなむしろ1929 年恐慌の
ような今までのところ空前絶後の恐慌も起うている。　
しかしその解明は第一部の主題の外にある。
われわれは次には，上記のマルクス＝エングルスに依拠した
産業資本主義のもとにおける主要な世界恐慌の記述から，脳漿を絞って世
界市場恐慌論を序設的にでもつくり上げねばならぬ。　
と同時にとくに1957年恐慌以後については三宅義夫教授の『マルクス＝エ
ングルス・イギリス恐慌史論j』を参照した。
6　
マルクスの世界市場恐慌の規定，すなわち「世界市場恐慌は，ブルジョア
的経済のあらゆる矛盾の現実的総括および暴力的調整としてつかまれねばな
らない。したがって，この恐慌において総括される個別の諸契機は，ブルジ
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ヨア的経済のどの局面にも現われ発展させられるものでなければならない。
そして，われわれがブルジョア経済のなかにさらに突き進んで行くほど?
方では，この矛盾の新たな諸規定か証明されねばならないし，他方では，そ
れらの規定のより抽象的な形態が，より具体的な形態のなかに再現し，また
そのなかに含まれていることが証明されねばならない。」（Marx,  Mhrwert a ，Werke,
 26 ―II, SS. 610～611）は充分に玩味されねばな る まい。　この世界市一
場恐慌において総括される個別の諸契機が，ブルジョア的経済のどの局面に
も現われ発展させられるものでなければならない。　
ちょっと考えてみただけで 乱 各資本主義国における工業，鉱業，農業，
交通，商業，貨幣ないし金融等々における矛盾さらには恐慌が基礎をなし，
世界資本主義の生産，貿易，信用等々の恐慌に総括ないし，調整される。ご
く大ザッパには以上のように考えてよいと思う耽 現実には「ブルジョア的
経済のあらゆる矛盾の現実的総括および暴力的調整としてつかむ」というこ
とはまことに難しいことである。そしてマルクスがそれ
理論化
世界市場恐慌の
につ い て書い てい ると ころ はあ ま りに も乏 し くかつ 断片 的 であ る。
久留間鮫造博上編の『マルクス経済学レキシコン』⑧恐慌Ⅲ，
なしとげようとする場合，それ1.
市場の拡大，世界市場の形成。
久留開鮫造博士が，『マルクス経済学レキシコン』 ⑧恐慌Ⅲのなかでやって
おられるところを参照してできるだけまとめてみよう。　
世界市場恐慌の理論化を，マルクスエエソゲルスが書き遺したものにした
が っ て ，
Ixr 世界市場と恐慌」を参照しつつ，
は次の三部分に分れるようにおもわれる。2.
資本輸出，3. 恐慌の国際的波及。
マルクヌ。はすでに『賃労働と資本』において， いっている。「自分の生産
物の販路をたえず拡張していく必要にうかがされて，ブルジョアジーは地球
上を駆けまわる。彼らは，どこにでも住みつき，どこでも開拓し，どこでで
も結びつきをつくらなければならない。　
ブルジョアジーは，世界市場の開発をつうじて，すべての国々の生産と消
費を全世界的なものにしたo  ・・・・彼らは産業の足もとから国民的な基礎をと
り去った。古来の……民族的産業は新しい産業によって押しのけられ，これ
らの新しい産業を導入することがあらゆる文明国にとって死活の問題となる。
それは，もはや国内産の原料ではなくて，はるかに遠い地域で産する原料を
12
加工する産業であり，これら産業の製品は，自国内だけ でなく，同時にあら
ゆる大陸で消費される。」　
かくして国際恐慌亀勃発するのである。　　
「恐慌はすでに次の理由で，頻度と激しさを加えていく。すなわち生産物
の量が増大し，したがって市場拡大の欲求が増大するのに比例して世界市場
ぱますます収縮し，開発すべき市場はいよいよ残り少なくなるという理由で
あ る。というのは前回の恐慌によって，これまでは未征服の，あるいは商業
が表面的に搾取してきただけの一市場が，世界商業に従属させられてきたか
らである。」（Marx, Lohnarbeit und Kapital, Werke, Bd. 6, s. 465， S. 423）　
したがって，この生産の拡大，世界市場の拡大は，一つ矛盾を内包してい
る。マルクスは書いている。　　
「資本主義的生産の真の制限は，資本そのものである。資本とその自己増
殖 とが生産の出発点と終点として，動機と目的としてあらわれる，というこ
とである。生産はただ資本のための生産にすぎないということ，そしてそれ
とは反対に生産手段力≒ 生産者たちの社会のために生活過程をたえず拡大形
成 していくためにだけ役立つ手段なのではないということである。したがっ
て，生産者大衆の収奪と貧困化とにもとづく資本価値の維持と増殖とがただ
その内部でのみ運動しうる諸制限，この諸制限は，資本が自分の目的のため
に充用せざるをえない生産方法，しかも生産の無制限の発展に向って突進す
る生産方法とは，たえず矛盾することになる。手段 社会的生産力の無制
限の発展- は，既存資本の増殖という制限された目的とはたえず衝突する
ことになる。それだから，資本主義的生産様式が，物質的生産力を発展させ
これに対応する世界市場をつくりだすための歴史的な手段だとすれば，資本
主義的生産様式はまた同時に，それのこのような歴史的性格とこれに対応す
る社会的生産関係とのおいたの恒常的矛盾なの で あ る。」（Marx, Kapital,  H，Werke,
 Bd. 25,  S. 260）　
資本主義的生産様式は必然的に世界市場をつくりだすように，それの矛盾
は必然的に世界市場恐慌となって爆発するのである。先進資本主義国は後進
資 本主義国を収奪し，資本主義国は広大な非資本主義圏を収奪する。ここに
ブ資本一般」の領域には見られない資本主義世界の現実かおり，矛盾がある
のである。
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「｛以上 のこと 〔株式 会 社 の形 成〕 を マル クスが書 い てから ， 周知 の よ う
に株式 会社 の二 乗， 三乗を 表 わ す新 しじヽ 工 業径営 形 態が 発展 してき た。 こ ん
に ちではす べ て の大 工業 の領域 で生産 は 日に 日に ます ます速 く増 大 され るこ
とができ る よ うにな っ てい る のに ， これ とは反対 に ， こ の増 加 した生 産物 の
ための市場 の拡 大は ます ます緩 慢にな っ てい く。 前者が 数 力月 で製 造す るも
のを，後者 は数年 か か って よ うや く吸収す るこ とがで き る。そ の うえに 保護
関 税政策が 加 わ り，そ れに よって どの工 業 国 も他の工業 国に たい して，こ と
にイギ リスに たい し て門戸を 閉 ざ し，国内 の生産 能力を い っそ う人 為的に 高
くする。そ の結果 は 一般 的 な慢 性的 過剰 生産 ，価 格の下 落 ，利 潤 の低下 ， さ
らには利 潤 のまっ た くの 消滅 であ る。 要す るに，昔 か ら ，讃 えら れ てき た競
争 の自由 は もはや なす術 もな く，そ の公然 た る不 面 目な 破 産を 自分 自身 で告
げ ざるを え ない のであ る。 … …F.Engels 」（Marx,    Kapital，W,  Werke,  Bd. 25, S。453
）　
エン グル スは 独 占資本主 義 の形 成 過程を知 っ ていた。 だか ら カル テル・ ト
ラスト等に よる生産 と市 場 と の乖離 ，保 護貿 易政 策を軸 とす る 国際的 競争 ・
矛盾・慢性的 過 剰 生産 につ い て語 ってい る のであ る。 こ れが20 世 紀 等の帝 風
主 義のも とでい かに 全面 的に 開花 す るかは ，別 稿 の問題 であ る。
7　　
「資本の輸出」については，次の三つの要因を考えるべきである。まずそ
の「動機」，次にそれの「作用」√最後にそれの寸二つの形態」である。　
資本輸出の動機は，イギリスは，その膨大な資本にたいする十分な使い途
を国内では見いだせなくて，明らかに困っているということ，その結果ます
ます大規模に他の諸国に貸付けを行わなければならなくなっていること，で
ある。この場合資本輸出は「市場をつくり出すため」に行われる場合と，国
内で「生産に投入されるよりも多くの資本が蓄積される」つまり資本の過剰
蓄積かおるからである場合と，二つの場合がある。　
資本輸出の作用というのは簡単で，資本輸出の「作用」あるいは結果とし
て市場（一国際市場一 結局は世界市場）がっ くり出されるのである。　
最後に資本輸出の「二つの形態」とはなにか。マルクスが資本輸出の二つ
の形態といっているのは， 貴金属の形態での資本の輸出とレール 等 の 形態
14　
〔一般的にいえば生産手段〕での資本輸出のことである。そのさいの問題は，
資本がレール等のかたちで輸出される場合はそうではないが，貴金属のかた
ちで輸出される場合には一定の条件のもとでは資本輸出国であるイギリスの
貨 幣市場，したがって利子率とそれからまた為替相場に影響するという点に
ある。　　
このように資本輸出というものは自由競争に 屯とづく産業資本主義のもと
においては，イギリス一国のみが行ったのであって，他の両はすべて資本輸
入国であったのである。
8　
最後に「恐慌の国際的波及」について見よう。マルクスは書いている。　
「輸出入について言っておきたいのは，次毎にすべての国が恐慌に巻き込
まれていくということ，また，その場合には，わずかばかりの例外を除いて，
すべての国が多すぎる輸出入をしており，したがって支払差額はどの国にと
っても逆であり，したがって問題は実は支払差額にあるのではないというこ
とが分ってくる，ということである。たとえば，イギリスが金の流出に悩ん
でいるとする。イギリスは輸入をしすぎたのである。ところが，同時にほか
の どの国もイギリス商品を背負いこみすぎている。つまりこれらの国でも輸
入しすぎたか，または輸入させられすぎたのである。……恐慌は，まっさき
に千ギリスで，信用も最も多く与え最も少なく受げるこの国で起こるかむし
れない。なぜなら一般的な貿易差額はイギリスにとって損であって乱 支払
差額，すなわちすぐに決済されなければならない満期になった諸支払の差額
はイギリスにとって逆だからである。一般的な貿易差額がイギリスにとって
損だというのは，一部はイギリス が与えている信用から説明ができ，一部は，
大量の資本が外国に貸してあるので本来の貿易見返り荷のほかに大量の商品
の還流がイギリ不に入って くるとい うことから説明がっ く。（しかし，ときに
信恐慌がまずアメリカで，すなわちイギリスから貿易信用や資本信用を最も多く受け
ているこの国で，起ったこともあるo）イギリスの崩落は金 の流出 から始まり，
またこの流出をともなうのであるが，イギ ナスの支払差額を，一部はイギリ
スの輸入業者の破産……レこよって清算し，一部はイギリスの商品資本の一部
分を安い価格で外国に追いだすことに よって，また一部は外国有価証券の売
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却やイギリス有価証券の購入などによって清算する。そこでこんどは別の国
の番になる。支払差額は一時はこの国にとって順たった。ところがいまや平
素は認められている支払差額と貿易差額との期限差が，恐慌によってなくな
ってしまうか，または，なくならないにしても短縮される。すべての支払が
いちどきに決済されねばならなくなる。同じことがこんどは二の国で繰り返
される。イギリスにはいまでは金が還流し，他方の国からは金が流出する。
一方の国で過剰輸入として現われるものは，他方の国では過剰輸出として現
われ，またその逆である。ところが，すべての国で過剰輸入と過剰輸出とが
起こったのである。……すなわち，信用とそれにともなう一般的な価格膨脹
にょって助長された過剰生産が起こった0 である。
一般的恐慌の時期には支払差額は，少なくとも商業的に発達しているどの
国にとって 乱 逆であるが，しかしちょうど連続発射の場合のように，いつ
でも次々に支払の順番がまおってきて逆になるのである。そして，ひとたび，
たとえばイギリスで勃発した恐慌は，これらの支払期限の列をまったく短い
期間のなかに圧縮してしまうのである。そこで，これらすべての国が過剰輸
出（したがって過剰生産）したと同時に過剰輸入（したがって過剰取引）し たと
いうこと，どの国でも物価が騰貴し信用が膨脹しすぎたということが，明ら
かになる。そしてどの国でも同じ崩落が起こる。」（Marx, Kapital,Ⅲ, Werke, Bd.28,
  SS. 508―509）　
これは正に世界市場恐慌の理論である。 そのもっとも基礎をなす も のは
（ときとして潜在的であっても）工業等の全般的過剰生産であり， その上に す
べ ての国が過剰輸出すると同時に過剰輸入するという貿易上の逆説がおこり，
その最上部に国際信用上の分裂が発生するのである。上述のマルクスのやや
一面的で断片的な理論を全面的なものにすることこそ， ます一般論としての
世 界市場恐慌論を構築しようと意図している，われわれの課題があるのであ
る。
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第二部　独占資本主義のもとにおける
世界市場恐慌論序説
E.S. ヴァルガの恐慌研究を手がかりとして
1
1920年の恐慌,  1929～33年の恐慌，1937 年
ここに独占資本主義とは，二十世紀の冒頭に成立した，金融資本の支配す
る独占資本主義，むしろ正確には帝国主義のことである。「帝国主義とは
，
レーニンにょれば一 独占と金融資本との支配が成立し，資本の輸出が
顕著な意義を獲得し，国際トラストによる世界の支配がはじまり，最大の資
本主義諸国による地球上の全領土の分割が完了した，というような発展段階
における資本主義である。」（レー=--y『帝国主義』第7章）われわれはただ先の産
業資本主義の対句として独占資本主義ということばを用いているにすぎない。
ここでわれわれが問題にしようとするのは，この独占資本主義のもとにお
ける世界市場恐慌であるが，われわれは対象を第一次世界大戦と第二次世界
大戦との間に起った世界恐慌
の恐慌 に限定することにする。いうまでもなく1929～33年恐慌は資本主
1920,  1929,  1937年恐慌一 にたいするほとんど唯一の
義世界が経験した空前絶後の大恐慌であり，1920年恐慌は第一次世界大戦直
後に起って1929年恐慌を先駆する意味をもち√1937年恐慌は1929年恐慌にた
いするおりとあらゆる恐慌克服等（たとえばニューディール）がまった く無効
であったことを示したが，やがて1939年勃発の第二次世界大戦に吸いこまれ
ていった。それらは1929 年恐慌を頂点として独占資本主義のもとにおける世
界市場恐慌を代表するといえると思われる。なお第二次世界大戦以後の恐慌
は国家独占資本主義のノカニズムが有効に働きだしたことによって歪められ
た恐慌であり，!974,   5年に至ってようやく第二次世界大戦後最大の世界恐
慌をひき起したのであるから。
以上の諸恐慌
科学的記述は，ハソガリア生れのソ連邦の経済学者エーフゲエー・サムイロヴ
ィッチ・ヴァルガによって与えられている。彼の諸著作のうち
，この恐慌O
事実的研究という点て主要な重要労作はおが国に知られているだけでも次O
とおりである。まず(1)1927年上半期から1935 年第4 回半期まで31輯にわたっ
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て 出 さ れた 『 世 界 経 済 年 報 』（経 済批 判会訳），（2）r 世 界 経 済 恐 慌 史 （1848 ～1935
年）』第 一 巻 第 一 部 （永住道雄訳,   1937年10月）, 第 一 巻 第 二 部 （同氏訳,   1938年6 月），
お よび○ 第 二 次 世 界 大 戦 後 に 出 さ れ た 『現 代 資 本 主 義 と 経 済 恐 慌 』（石川朝雄
訳,1968 年11月）お よび 同 書 下 巻（同氏訳,   1969年9 月）であ る 。 但 し ヴ ァ ル ガ の 叙
述 は も っぱ ら 諸 世 界 恐 慌 の 記 述 に 終 始 し て お り ， さ き に 「産 業 資 本主 義 の も
と に おけ る 世 界市 場 恐 慌 論 序 説」 を 執 筆 す る さ い に 依 拠 し た マ ル ク ス ＝エ ン
グル ス の ご と く記 述 的 であ る と と も に 理 論 的 で は な い 。 した が っ て ヴ ァル ガ
の叙 述 を 素 材 と し て ， 表 題 の 「 独 占資 本 主 義 の も と に お け る 世 界 市 場 恐 慌 論
序 説」 を つ く り上 げ る こ と は至 難 であ る。 そ れ を な し遂 げ る た め に は お そ ら
くマル ク ス級 の 頭 脳 が 必 要 であ ろ う。 こ こ で は た だ さ き の 「産 業 資 本 主 義O
も と に お け る世 界市 場 恐 慌 論序 説 」 と の対 照 と ， 目標 と し て の 「 独 占 資 本主
義 のも と に お け る 世 界 市 場 恐 慌 論 」 を 明示 し てそ れ へ の 一 歩 で も踏 み 出す た
め に ， 敢 え て 本 稿 の 表 題 を 用 い た 次 第 であ る。
2　
それではまず1920 年の世界恐慌からけじめよう。ここで使用しうる資料は
ヅアルガ『世界経済恐慌史』第1 巻のみである。この1920 年恐慌は，ヴァル
ガの産業の第1 巻第2 部で「世界大戦時期と1920年恐慌」と章別されている
ように，第一次世界大戦と密接不可分に結びついていた。　
そこで一旦ヴァルガを離れて，「世界市場恐慌」 と 「帝国主義世界戦争」
との関係について考察しておこ う。 古川哲氏ばいわれる。「かつてブルジョ
ア経済のあらゆる矛盾の現実的な総括および暴力的な解決」として把握され
ねばならなかった「世界市場恐慌」の位置に，いまレーニンによって寸帝国
主義世界戦争」 がすえなおされるに いたった。」（古川哲『危機における資本主義と
産業循環』20～21,  1960年）同氏 は もとより両者 の併存も認められる。しかしさ
らにいわれる。「恐慌が 「矛盾の暴力的均衡化」 の形態であるとするならば，
戦争しまたいっそう「矛盾の暴力的均衡化」の形態であることにまちがいない。
しかし恐慌にその解決を見出す矛盾と戦争に解決を見出す矛盾とはげっして
同じではない。前者は「生産力と消費力との矛盾を経済法則の範囲内で自己
解決してゆくのにたいして，後者は生産と消費の問題を含んだうえで経済的
力関係と政治的力関係の不均衡を一致さ肺るために行われる。政治て軍事）的
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・経済的両面にわたる文字どおり赤裸々な暴力による均衡化過程であ る。」
（同書21～22頁）と。これは基本的に正しい把握であるというべきであろう。　
さて，1920年の恐慌については，ヅアルガの著書の第1 巻第2 部は個別構
成をとっているから最主要国のみを見ることにしよう。イギリスでは1920年
恐慌は1919年6 月の講和後，きわめて短期間のブームに続いて,  1920年末に
勃発した。それは1917年にロシアに十月革命が起り，ソ連邦という社会主義
体制が対峙することになった結果，世界の資本主義体制が陥った，資本主義
の全般的危機の時期の最初の恐慌であった。　
アメリカ合衆国においては，1920年4 月，輸出・特に農産物の輸出が，著
し く低落し始めた。かくして1920年の春以来，工業といわず，農業とい石ず，
この国の一切の経済部門を把えて，ますます進展する恐慌帯に突き進んでい
ったのである。恐慌の最低点は1921年3 月に到達した。　
ドイツでは，工業生産は1919年から1922年まで増加しつづげた。それがた
め，1920～1921年に大多数の資本主義国に暴威を振るった径済恐慌にドイツ
は捲き込言れなかった。　
だがこれと同時に，インフレーションの影響をうけたドイツの経済はます
ます深刻に掘りくずされた。　
貨幣発行高は天文学的数字に達し，マルクスの減価は未曾有の点にまで達
した。ラインおよびルール地方のフランス軍隊による占領によって，経済的
混乱はますますいちじるしく深化した。　
さてそこでいよいよ1929～1933年の世界大恐慌である。　
ヴァルガは，『世界経済年報』においてすでに1927年第3 回半期から， ア
フリカ合衆国における「金融市場における恐慌の徴候」 を指摘して お り，1928
年第1 回半期には，アメリカ合衆国における「恐慌根源の全系列」を示
している。まして1929年第2 回半期ともなれば， アメリカ合衆国に つい て
「恐慌要素の成熟……恐慌来る……何時来るか？」を論じている。これは引
用に値しよう。　　
「現在の高景気は夏には若干衰微するであろう。その徴候は既にもう出て
いる。だが高景気は秋まで，多分年末まで続くだろう。だがしかし来るべき
恐慌の要素は既にもう見えてきている。石油の過剰生産……自動車，建築物
の過剰生産，新農業恐慌……取引所恐慌等。従来の経験によって乱 恐らく
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琲常な好景気の後には深刻な恐慌が来るものだ。何時来るか？　それは正確
には断定しえない。 だが1 年より遅くはないだろ う。」（『世界経済年報』第6輯170
頁）と。
さらに1929 年第3 回半期について， おなじくアメリカ合衆国に つ い て，
「高景気終末の諸徴候……ブルジョアジーの楽観…・ ・●ヽブソンの警告……生
産量の減少……経済状態悪化……一時的に非ず」と指摘している。こごにも
要点を引用しておく。　　
「（一）景気」「最近数ヶ月間， 生産は相変らず高い水準で継続しているに
も拘らず，景気はその頂点を過ぎたということ，及び8 月ど9 月との事業状
態0 悪化は単に季節的なものではなくて高景気から恐慌へ0 移行の始まりを
意味するものだということを示す徴候が現われている。景気の下向きが始っ
‥たことを示す最も重要な諸徴候は8 月に於ける生産量の一時的減少。鉄鋼ト
ラストの手持注文高の継続的減少，前年11月以来初めて起った8 月労働者の
フ就業度の低下，及び取引所に於ける数度の相場の暴落だ。　
高景気の終りにはいつもそうであるように，ブルジョアジーは高景気が終
ったことを信じようとしない。大多数の銀行報告及びモの他の景気観察者は
まだ全く楽観主義だ。例えばギャランティートラスト商会……。　　
『連邦準備地方報告』はこの国に於げる現在の繁栄の程度が大いに伸張し
たと証明する。秋季の取引及び一般に取引企業の見込みについては報告はす
べて楽観的である。　
諸大銀行の報告も同様に楽観的だ。」（r世界経済年報』(193～四 頁）　
ところがその後程ならずして情勢は一変した○　　
「経済状態の悪化は『アナリスト』の景気指数を見るとかお一層針く出て
い る。周知の通り『アナリスト』の景気指数は季節的変動を『傾向線』の態
ノ様から生じた変動として除いている。だからその数字は……純粋な景気数字
を示している。　　8
月のアナリスト指数中の既知の諸要素のうちで巾 ただ僅かに亜鉛生産
万が上昇を示している。その他はすべて減少だ。この減少は，鉄鋼生産，自動
車生産及び綿花消費ではかなり著しい。」　　
「8 月の景気はそれ以前の4 年間に於けるよりもかなり高い。だが最近3
に年間には7 月から8 月にかけて著しい上昇が起っているのに対し，今年は著
20
し い 下 降 が あ る の を 見 る。」（|W!書196頁）　
そ こ で ヴ ァル ガ は まず 「（1)鋼 鉄 お よび 銑 鉄 工 業 」 に つ い て い う。「7 月 と8
月 とに 於 い て 注 文 は 非 常 に 急 速 に トラ ス ト の生 産 能 力 以 下 に な っ た 。 手 持こ
注 文 高 は8 月 中 に 激 減 し た 。 こ れ ら す べ て は今 後 数 ケ 月 間 に 生 産 の な お一 倍
の 収 縮 が 起 る こ とを 示 す も の だ 。」（同書町 頁）つ ぎ に 「（2）自動 車 工 業 」。「 ア メ
リ カ の景 気 の最 心弱 い 点 の一 つ は 自 動 車 工 業 で あ る。 今 年 最 初 の8 ヶ 月 の取
引 数 は305 万4 千905 台 であ っ た のに 対 し今 年 最 初 の8 ヶ 月 の工 場 製 作 は422 万3
〔千 〕414 〔台 〕 で あ った 。 反 対 に 月 生 産 は4 月以 来 低 下 し続 行 で あ る。」づ
（m 書198頁）さ ら に 叩 ）建 築 業 」。「建 築 業 に も ま た7 月 か ら8 月 に か け て 非
常 に 猛 烈 な 衰 退 が 起 っ た 。 殊 に 住 宅 建 築 契 約 は,   8 月 に は1923 年9 月 以 来 の・
最 低 数 字 に 落 ち た 。」（同書199頁）「(4）労 働 者 の就 業 率 の低 下 。」 に『 ア ナ リ ス ト』
の8 月指 数 が ， 殆 ん ど1 年 以 来 初 め て 労 働 者 就 業 率 の 低 下 を 示 し て い る。」　
（同書200頁）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　
つ ぎ に 「（二 ）金 融 市 場 と取 引 所 に つ い て つ ぎ の よ うに い っ て い る。「連 邦。
準 備 局 は ，商 品 取 引 に 対 す る信 用 を 拡 張 せ し め つ つ 同 時 に 取 引 所 信 用 を 抑 制
し よ う と企 て た のだ が ， こ の 企 て が 失 敗 だ っ た こ とは 最 近 数 週 間 が な お 一 層
証 明 を 与 え て い る… … 。 ニ ュ ー ヨ ー クで は 銀 行 割 引 率 の 引 上 げ 以 来 仲 買 人 貸
付 は 毎 回 殆 ん ど1 億 弗 ず つ 増 加 し た 。 仲 買 人 貸 付 の総 額 は（ニ。－ローク，モの・J
他のアノリカ商館及び外国商館を合して）8 億 弗 台 を 超 え て， ま た も や レ コ ー ド を
破 っ た 。　
だ が 同 時 に 最 近 数 週 間 に ニ ュ ー ヨ ー ク取 引 所 で は 相 場 の 暴 落 が 続 け ざ まに
起 っ た 。 しか し そ れ が 金 利 引 上 げ の 直 後 に 起 り， 次 い で9 月 初 め に ，再 び10
月 最 初 の数 日 間 に 起 った 。 そ の 時110 種 の株 は 今 年o 最 低 レ コ ー ドに 落 ち た 。
取 引 所 に 於 け る相 場 の暴 落 が 経 済 恐 慌 の 前 駆 であ る こ と は誰 で も 知 る 通 り
だ 。」 同書2o頃 ）　　
「四　 外 国 貿 易 」「五　 資 本 輸 出」「六　 関 税 引 上 げ 闘 争 」「七　 潜 在 的 農
業 恐 慌 」 は 省 略 す る。　
こ の よ うに ヴ ァ ル ガ は,  1929 年 恐 慌 の切 迫 を 警 告 しつ づ け た 。 し か るに ブ
ルジョアジー はそしてブルジョア経済学者も 好況に酔いしれて，そ
れに耳をかそうとしなかった。　
かくして10月29日のニューヨークの取引所の株価暴落をきっかけとして世
世界市場恐慌論序説
界大恐慌が勃発するや， ヴァルガは意気揚々として，「アメリカ恐慌
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界恐慌」 と題 して「幻影 は 消え失 せ た り」 と呼 びかけ た。『r世 界経 済年報 』
《8）1929年第4 回半期 に おい て彼 のい うところ を聴 こ う。　　
「や れ『繁栄 だふ や れ 『万 年 景気 』 だ，や れ 『万人 の繁栄 だ 』。 こ れこそ
且 資本生義 諸新 聞が数 年 こ の方 合衆 国 の情勢を特 色づ け るのに使 った スl=ニ1 ・―.
ガ ソだ った。 ヨ ーロ ―パ ・ブ ルジ ョアジ ーは，慢 性的 な経 済不 景気 に悩 まさ
れ るし，革命的 労働 者運 動 には脅 か さ れ るし，す ぐお隣 りで社会主 義 を急速
に建設 しつつあ るソ連 邦 は苦 にな るしす るので，苦 し まぎれに ， ア メリカ合
朧 国の繁 栄か ら希望を 汲 み とっ て胸 をな で下 してい た。 彼等 は， ア ノリカ の
例 に従 って資 本主 義が新 たに再 高揚す るとい う希望 を抱 い て いた の だ。」（同
書3 頁）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜　　
「恒久 の繁栄 とい う幻影 はこ っぱ 微塵に な った。資 本主 義 の歴 史 に於 い て
最 心強 暴な取引 所大 動乱 は数 百万 の人 間 の財産 を失わ させ た。最重 要工業 の
生 産は20 ％か ら70 ％ 減退 した 。企 業 は数 え きれな いほ ど破産 した。 す べ てこ
れらは，繁栄 学 のイデ オ ロ ―グ連 に と っては マル クス主 義弁 証 法 の手厳 しい
訓 示な のだ。」（同書3 頁）　　
「ブルジ ョア経 済学 は景気 進行を 予想 す るこ とにかげ ては完 全に無 能だ。
こ のことは今 度 また もや適 切に示 さ れた。 アフ リカ合衆 国では 景気 研 究 の費
囲 として年々何 百万弗 とい う金 が費 消 され てい る。 独立 の大 景気研 究所 かお
る外に，各大 銀行 ，多 くの大企業 ，殆 ん どすべ て の大 学 が， 自分 の景気研究:
室を持 って い る。 そ れに も抱わ らず ， 彼等に は景気 進行 を近 似的に 予測 す る
こ とさえできな い有様 であ る。 景気 進 行 の予 測 は資 本家 自身 の利 益 な のだろ
うに，それが で きない の であ る。彼 等に はそ れが で きな い 訳だ。 なぜ な らば ，
七 れはただ マル ク ス主義 的方 法 に基 づい て のみ可 能 だろ うか ら。　
げれ ども景気 予測 にマ ル ク ス主 義的方 法 を採 用 しなが ら それ以外 の点 では
奇 流経済学を 基礎 と してお こ うな どとい う虫 のいい ことは で きない 相 談 だ。
も しマル ク ス主 義 の立場 に 立つ な らば ，資 本主 義 は決 し て永遠 の社会 形 態で
社 なくて歴史 的に 過ぎ て行 く一 つ の形 態 であ るこ と， またそ の終末 は も う始
まった のだ とい うこ とを ， 結 論 と してそ こから引 き 出さなけ れぼ な らな くな
る。だが ブルジ ョア経 済 学者 は まこ とに み じめ な有 様だ 。 だから彼 等 はマル
クス主 義的方法 で景気研 究を 行 うこ とが できない 。 だか ら彼等 は，豊 富な手
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段をもっていかようにでもこれを使い得るにも抱らず，景気進行の予測にぼ
無能なのだ。」（同書5頁）　
たしかに，ヅアルガが1929年の世界恐慌を予測しえたのは，ソ連邦の世界
径済世界政治研究所という大きな組織を主宰していたからではある。しかし
彼のいうとおり，資本主義諸国にはそれ以上に大規模な景気研究所や銀行・
企業・大学の景気研究室が多数ありながら，そのような予測はまったくでき
なかうた。それは彼のいうとおり，マルクス主義的立場に立つ者の，俗流経
済学的立場に立つ者に対する優越性を示すものである。　
「アフリカ合衆国資本主義の例外的な地位などというものはない。永続的
繁栄などというものはない。どんな景気完進も必ず恐慌に終らざるをえない
ものであり，この恐慌は景気完進中に否が応でも発展した内的諸矛盾を一瞬
間に暴力的に解決するものだ。」（同書6頁）　
「アフリカ合衆国の資本主義は，その自然の富と国内市場の巨大な消化力
とに基づいて有利な地位を占めているが，この地位は今度の恐慌で強烈な逆
丿
転をやるだろう。取引所大動乱は中間層を大々的に収奪し，恐慌中及び恐慌
後に（合理化の新たな次の結果）失業者軍はどうあっても増加する すべ
てこれは，今日までの資本主義の相対的安定化の主要基礎である国内市場o
消化力とい うものが縮小することを意味する。」（m 書7
頁）　
「このことはアメリカ合衆国を強制して，国内市場で売れない商品の販路
を今までより遥かに著しい度合で，世界市場に求めさせるだろう。ところが
この販路は，同様に過剰生産で閉口七 ている他の資本主義諸国の最も鋭い抵
抗にあずかるだろう。これら諸国は，合衆目からの商品侵入を防ぐために関
税を高めて自衛し，もしくはアメリカと鋭い価格闘争を始めるだろう。こう
してアノリカ合衆国は今までよりも這かに強度に世界経済内に引込まれるだ
ろうし，これによって資本主義の全般的危機を先鋭化し，アフリカ合衆国資
本主義それ自体は今までよりも強く世界資本主義の没落へと引きづり込まれ
るだろう。」（同書7～8 頁）　
ヴァルガはこのとき既に，「恐慌の深刻さ」について語っている。「生産改5
月の最高状態108.8 からn 月には94.8に12月には約88 に低下してい る。 即
ち約19 ％の減少である。現実恐慌ではこの減少は25％から00,0/に達するのだ
から，恐慌の最況点には恐らくまだまだ達していないのである。」（同書16頁）
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だが，恐慌の深刻さは，ヴァルガの予測以上のものであった。　
大工業における就業度は1923 年ないし1925 年を100 として,   6月の126 か
ら10月の117 と低下した。この失業はもちろん1930 年以降はるかに深 亥Uな
ものとなった。 彼は既にいっている。「吾々は， 恐慌の最深点に な る と ア
メリカ合衆国に600 万の完全失業者が生じるだろうと推算 す るoJ （m 書18頁）
と。　
ヅアルガは取引所動乱についてつぎのようにいっている。 1929年8 月ごろ
まで株の騰貴がっづき，投機は前代未聞の程度に達した。最初の相場惨落は
既に早くも9 月に起った。そこへ10月29日の取引所大動乱がやってきた。こ
の大動乱こそは歴史上曾つて見たもののうちで最大なものであっ た。 1,000
万株がニューヨーク取引所で市場に投げ出され，なおその外に600 万株がカ
ーブ・マーケットで投げ出された。 相場の惨落は凄惨を極めた。」（m 書34頁）
「相場惨落の度合は，9 月19日の最高相場から11月13日までに『アナリスト』
指数（25工業株）で469.5 から221へ，『ウォール街新聞』（440株）で381.2から198.7
へ。 花形株のうち1929 年最高相場から10月29日相場へ， ジュネテル・
エレクトリックは38％，ジ ュネラル・モータースは51％, クライスラ自動車
は71％, ラジオ・コーポレーションは65％, ウこ二スティンダリ ウス・コニーレク
トリックは50％暴落した。」（m 書47～48頁）　　
「フーヴァー大統領は，80億弗の投資プログラムを発表したが，そんなも
のによって恐慌は克服されえない。」（同書47～48頁）　
つぎは「アy リカ合衆国の資本主義が独占的性質をもつ結果としての恐慌
の経過の変形」 である。　ヴァルガはいう。「アノリカ合衆国の資本主義は著
しく発展した独占的性質を持ち，また合衆国には金が非常に余っている。モ
の結果として，吾々は流通部面の恐慌現象即ち信用恐慌，銀行恐慌，貨幣恐
慌ぱ極く微かな程度で起るに過ぎまいと信ずる。いかにも中小企業の大衆的
破産は起るだろう。　……だが大独占企業は一 多分二， 三の企業は別 に し
て一 別に困難なく切り抜け るだろ う。これらの企業は銀行資本と極く堅 く
癒着して金融資本となっているので，銀行資本は全力を投じてこれらの企業
の倒壊を防がざるを得ないのである。」（同書5碩）　　
「だが古典的資本主義に於ける恐慌経過と独占資本主義に於けるそれとの
主な相違点は，信用，銀行及び貨幣恐慌が起らないという点にあるのではな
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， 恐 慌 の 負 担 が 資 本 家 か ら そ っ く り そ の ま ま プ ロ レ タV ア ー ト の 上 に そ
して人口の最も貧しい層の上に転拠されるという点にある。」（同書57頁）　
つぎは「アフリカ合衆国の恐慌はあらゆる資本主義国の恐慌を導く」であ
る。 　　
「㈲　経済的勢力からすればアフリカ合衆国は，全資本主義経済の殆んど50
％を占めている。つまりアメリカ合衆国に於ける激烈な恐慌は，それだけ
で既に一つの世界恐慌なのだ。　
㈲　 アメリカ合衆国の恐慌以前から既に恐慌に陥っていた一連の国かおる。
チェコスロヴァキア，オーストリア，ハンガリ- ，ポーランド，バルカン諸
国……等の東ヨーロッパ諸国がそれだ。　
㈲　 フランス， ベルギー， スイス， スカンジナヴィア諸国等の西ヨー ロ
ッパ（諸国で）最近数年聞かなり強力な景気上向があったが， それと同 時に
恐慌の諸要因も成熟している。それでアメリカ合衆国の恐慌の一突きにぶつ
かれば，鋭い恐慌を引き起すにちがいない。その他例えばイギリスのように
慢性的不景気の状態にある国や，ドイツのように景気の激しく交替する国が
ある。」　
（d） 更に内乱による中国経済の完全な混乱かおる。この混乱はそれ自身中
国の社会経済の解体を現わしている。数年来続いている日本の不景気は最近
一層強くなるだろう。合衆国の恐慌の影響は別にして 乱 金解禁 の 結 果 そ
うなるのだ。」（同書60～61頁）事実日本は1929 年末頃から激烈な恐慌に襲 わ れ
た。
かくして「世界市場争奪闘争の尖鋭化，戦争危機の増大」が警告されてい
る。　
さらに「国内対立の激化，プロレ」リア革命の切迫」が説かれている。こ
れは事実ドイツや日本で革命一歩手前まで行ったが，結局ファシストに政権
を握られて，第二次世界大戦がひき起された。
3　
これにっづく『世界経済年報』（9)1930年第1 回半期の第一部「国際経済恐
慌 のまっただなか」の冒頭において，ヴァルガはいっている。　
「合衆国取引所恐慌の瞬間に，吾々は，吾々が国際経済恐慌勃発の直前に
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あ ると予言した。吾々のこ0 予言は的中した。吾々は『共産主義インタナシ
ョナル』11月13日号に次のように書いておいた。　
「アメリカ取引所大動乱か悪化し始めた景気によって勃発されたように，
この取引所大動乱は反作用して国際経済恐慌惹起の加速化に役立つ。このこ
とは，アメリカ経済恐慌は取引所大動乱にすぐ続くだろう
決してない訳ではないが
この可能性は
ということを無条件に意味するものではない。
…・・そうは言って乱1930 年という年はアフリカでは恐慌年度となるだろう
とト うことを確かに予言することができる。だがこのことは，……吾々は一
般的経済恐慌へ，全資本主義世界を亘る経済恐慌へも向って進んで行くこと
を意味するのだ。」（同書3頁）　
「現在の経済恐慌の歴史的地位」にういて彼はいう。「現在の資本主義（9 株
同）では恐慌の克服に重大な役割を演じうるようなそん な資本主義的販売市
場の拡大などというものは話にならない。恐慌に先立つ数年間は世界的規模
で好景気だった族 この数年間に於ても生産設備の大部分は停止続きだった。
●　●　●　 ●　
●　 ●　●　 ●　●　 ●　●　 ●　●　●　●　 ●　●　 ●　 ●　●　 ●　●　 ●　●　 ●　●　●　 ●　●　・●　 ●　●　 ●　●
慢 性 的 大 衆 失 業 と い つ も 部 分 的 に し か 利 用 さ れ な い 生 産 設 備 と は 戦 後 の 資 本
主 義 経 済 の 主 要 特 徴 で あ る 。 資 本 主 義 的 世 界 経 済 の 大 部 分 に と
っ て は ， 上
昇
資 本 主 義 の 特 徴 だ っ た 恐 慌 ・ 不 景 気 ・ 上 昇 ・ 高 景 気 ・ 恐 慌 と い う 交 替 は も は
や あ て は ま ら な く な っ て し ま ト ， 慢 匠 的 不 景 気 が よ り 急 性 な 恐 慌 局 面 と 交 替
す る よ う に な っ て い る 。 だ か ら 現 在 の 国 際 経 済 恐 慌 の 後 に も 戦 前 の よ う に 全
資 本 主 義 に 亘 る 新 た な 上 昇 や 高 景 気 は 来 る こ と が で き ず 資 本 主 義 世 界 経 済 の
大 部 分 … … で は た だ 慢 性 的 不 景 気 の 続 き が 来 得 る だ け で あ る
。
」 （ 同 書5
 ～6 頁 ）
●　 ●　●　 ●　　　 ●　●　●　 ●　 ●　●　●　●　 ●　 ●　●　 ●　可　 ●　●　 ●　●　 ●　●　 ●　●　　●　　●　　●　　●　　「 だ が1920
～21 年 の 最 初 の 戦 後 恐 慌 に 比 べ て 右 深 刻 な 相 違 が 出 て 来 る 。1920
～21 年 経 済 恐 慌 は ， そ の 大 部 分 は ， 資 本 主 義 の 戦 時 経 済 的 損 傷 の 清 算 を
意 味 し て い た 。 即 ち 戦 争 中 に 発 生 し た イ ン フ レ ー シ
ョ ン
的 物 価 水 準 の 低 下 ，
戦 時 生 産 か ら 平 時 生 産 へ の 縮 制 替 え ， 等 々 が そ れ だ 。 当 時 は ま だ ま だ ブ ル ジ
ョ
ア 科 学 は 恐 慌 の 深 刻 さ は 何 よ り も ま ず 正 に 戦 争 か ら 来 た も の だ ， ま た 恐 慌
の 後 忙 は 資 本 主 義 の 新 た な 一 高 揚 が 起 る だ ろ う ， と 想 定 す る こ と が で き た の
だ 。　
現 在 の 恐 慌 の 歴 史 的 地 位 は ま る
っ き り 違 う 。 現 在 の 恐 慌 は ， 戦 争 直 後 の 資
本 主 義 の 深 刻 な 震 憾 を な し 崩 し に 償 却 し た 安 定 化 の 後 に 続 い て 起 っ た も の だ 。
現 在 の 恐 慌 は ， 合 衆 国 の 長 期 の 繁 栄 期 の 後 に 続 い て 起 っ た も の だ 。 こ の 好 景
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気に遭って，ヨーロッパのブルジョア経済学者や社会民主主義者は妄想にと
りつかれてしまった。その妄想とは， 持続的繁栄，（景気変動）抜き経済を
招来するにはただアノリカの経済方法を真似しさえすればいいのだという妄
想である。（同時にこの理論は， 資本主義内部でも労働者階級の上昇は可能
だというプロパガンダとしてプロレタリア革命反対のプロパガンダとして役
立った。）最後に現在の恐慌は合理化の後に続いて起ったものだ。ブルジョア
ジーと社会ファッシストに影響された労働者とは，この合理化から資本主義
の持続的健康回復を期待していたものだ。　
だから現在の恐慌は，アノリカ的方法の助けによる持続的繁栄を信ずる信
仰の終末を意味する。同時に現在の恐慌は，相対的安定化の一層の且つより
深刻な震憾を意味するのだ。」（同書6～7頁）　
つぎにヴァルガはいう。現在の国際経済恐慌の主要なモメントはっぎのと
おりである。　　　　　　　　　　　十　　
「1　 恐慌が異常な速度で世界のあらゆる諸国を襲ったこ と。〔ソ連邦を
除いて〕2　 この点て農業恐慌が受持った特に重大な役割。3　 独占的でな
いあらゆる商品の価格暴落　4　 古今未曾有の大失業　5　 今までのところ
利率が低く信用恐慌がないこと。」（同書10頁）　
このうち（3）については，植物性食料品の破局的価格下落，但しこの下落で
工業恐慌から来ている部分は極く僅かな部分だけであ る。（b)植物性原料品の
価格暴落。主として恐慌の結果。（c）独占的でない金属および工業原料品の価
格暴落。（d）独占商品の価格下落なし。（e）総指数殊に完成品総指数の僅かな価
値下落。（f）二，三の国では恐慌中に小売物価もしくは生計費の一層の騰貴！
（同書13～14頁）　(4)
については，イギリスに於け る失業者数は,1930年3 月10日に1,563,800
人で一年前に比べて294,961 人の増加。　ドイツに於け る失業者数は1930年1
月末日で3,394,000 人で一年前に比べて391,000 人の増加。合衆国連邦準備O
工場工業就業度指数にI,   1929年9 月の103から30年1 月および2 月の92.9 へ
下落。（同書25～27頁）
4
つぎにヴァルガが1929年恐慌と総括している『世界経済恐慌史』に移ろう。
彼はその第1 巻第1 部においてい うO
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「1929 年 の 恐 慌 は 工 業 生 産 高 の 低 下 の 意 味 に お い て ， 資 本 主 義 の 歴 史 上 最
も深刻な恐慌であった。且（同書70頁）すなわち資本主義世界において，石炭産
額は―30. 9, 銑鉄生産高は－64. 8, 棉花消費高は―26.7 であった。　　
「資本主義全体は,   1929年の恐慌には，大体1908－1909 年に後戻りしたし
フランスの工業は1911 年に， アメリカ合衆国は1905－1906 年に， ドイ ツ は1896
年に，イギリスは1897 年に後戻りしたのであった。」（同書71頁）
「資本主義の最先進国 アメリカ合衆国 に おけ る1929 年 の恐 慌 の特
別 の 深 さ 」 は ， 生 産 高 の 恐 慌 前 の 最 高 点 か ら 恐 慌 の 最 低 点 へ の 低 落 率 に 明 瞭
に 示 さ れ て い る 。 す な わ ち ， 石 炭 は40.  9－ ， 銑 鉄 は79.4 －, 鋼 鉄 は －7c:  .Q
棉 花 消 費 高 は －3LO で あ っ た 。ゴ（同 書73 頁 ） ア メ リ カ 合 衆 国 に お け る 工 業 部 門
別 生 産 縮 小 継 続 月 数 は ， 銑 鉄 で39 ヶ 月 ， 石 炭 で41 ヶ 月 ， 建 築 業 で は57 ヶ 月 で
あ っ た 。　
「工 業 生 産 の こ の よ う に 特 別 な 持 続 的 な 且 つ 深 刻 な 低 下 の 原 因 は ， 何 よ り
も 先 ず ， 資 本 主 義 の 全 般 的 危 機 に と っ て 特 徴 的 な 固 定 資 本 の 慢 性 的 過 剰 に あ ，
る 。 恐 慌 の 特 別 な 深 さ は 生 産 手 段 の 生 産 の 異 常 な 低 下 の う ち に 明 確 に 反 映 し
て い る 。」（同 書74 頁 ）1932 年 の 工 業 生 産 指 数 （1929 ＝100 ） は ， ア メ リ カ 合 衆 屏
に お い て 総 指 数53.8, 生 産 手 段 指 数27.6, 消 費 手 段 指 数75.8, ド イ ツ に お い
て そ れ ぞ れ53.3,   34.4,   76.3 で あ っ た 。　
ヅ ア ル ガ は さ ら に い う 。 「 工 業 生 産 の 低 下 の 深 さ と 異 常 な 持 続 性 と は ， 部
分 的 に は ， 現 在 従 来 よ り 曾 て な い ほ ど の 強 さ を 有 す る 。 諸 独 占 の 作 用 に よ っ
て 説 明 さ れ る 。」「 諸 独 占 は ， 高 物 価 を 維 持 し つ つ ， 生 産 制 限 の 方 法 に よ っ て
恐 慌 を 克 服 せ ん と 努 め て い る 。 … … 物 価 を 従 来 の 水 準 に 維 持 せ ん と す る 諸 独
占 の 傾 向 は ， な る ほ ど 成 功 し な か っ た 。 独 占 価 格 は 現 実 的 に は 恐 慌 の 進 行 中
に 著 し く 低 落 し た 。 し か し 乍 ら ， 独 占 価 格 を 維 持 せ ん と す る 企 図 そ の も の 力≒
恐 慌 を 深 化 さ せ 且 つ 長 び か せ た の で あ る6 」「1929 年 の 恐 慌 に お げ る 物 価 の 低
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落 は ， 従 来 の 恐 慌 の 如 何 な る も の よ り も ず っ と 深 刻 で あ っ た 。」（同 書79 頁 ） 事
実「恐慌における物価の低落率」は，アフリカ合衆国において，1928－1934
年に，－53.9, イギリスにおいて,    1928―1935 年に,   －57.8    （いずれも金換
算）であった。　
つぎは「農業恐慌」 であ る。「恐慌の深さと例外的な持続性とは部分的に
28
は，工業恐慌と戦後の農業恐慌の組み合せによって喚び起されたものである。
一系列の諸国を捉えたこの第二の農業恐慌は亦，最初の真に世界的な農業恐
慌でもある。それは農業のあらゆる部門一 穀物，牧畜，工業用農作
おいては， それはずっと遅れて発生した。1931
年の夏に，アメリカ合衆国においては，
お
よび例外なしに一切の資本主義諸国を捉えたところの，最初の農業恐慌であ
るo」（同書81頁）　　
「1929 年の工業恐慌の開始は，農業恐慌の激烈な尖鋭化をもたらした。そ
れは価格の異常な低落， 農業生産物価格と工業価格との著しい分裂 （『鉄状
価格差』），莫大なしかも販路を見出しえない商品ストックの累積および農民
の大衆的零落となって現われた。」（同書82頁）　
つぎは「外国貿易の減退上 である。「1929 年の恐慌におけ る外国資本〔貿
易？〕の減退は価格において乱 従来の如何なる恐慌に較べて，何れより甚
だしかった。外国貿易の減退は，比率の点て乱 生産の減退よりもずっと激
しかった。」（同書88頁）　
つぎは「信用および貨幣恐慌」である。「1929 年の恐慌は， 大凡，1929 年
中頃から開始された。……恐慌は1929 年n 月のアメリカ合衆国における激烈
な取引所恐慌をもって知れ渡った。株式相場は連続的に且つ激し く 低 落 し
出して来た。」「株価のかかる暴落の原因をなしたものは， 無数の企業 を 採
算割れのものとなしそれを破産せしめたところの，工業恐慌の深刻さであっ
たばかりでなく，亦株価が，特にアメリカ合衆国におけるそれが，投機によ
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　つて著しく水ぶくれとなったという事情である。投機的に水ふくれした株価
は，それ自体亦，資本主義の全般的危機の時期におけ る貸付資本の恒常的過
剰 の結果であ力生産に資本を投下することが困難な結果である。これら0 困
難は小資本に とって特に著しかった。」（同書89～99頁）　　
「工業恐慌は深刻で，取引所崩壊は激烈を極めたものであったが，貨幣パ
ニ ックにまで乃至は支払い手段の著しい不足にまでは進展しなかった。」「従
来 まで時々，銀行崩壊は既に恐慌の開始と共に起ったのに，1929年の恐慌に
即 ち， ドイ ツに おい て は，
1933年0 春に（その後まもなく
工業において恐慌の最低点が克服された）。　これを遅れさせた原因は， 工業
資本および銀行資本の金融資本への合成， 金融寡頭制 の支配であ る。」（同書
挺頁）
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つぎは「本位貨の減価」 である。「信用恐慌の発展は，本位貨の減価と密
接に関連していた。」（同書92頁）「1936 年来における主要な本位貨 の 相場 は，
本来の金平価と対比すれば，次の如くである。アノリカ合衆国59.0 ％, イギ
リス59.6％, フランス70.4％，イタリア59.0％, 日本33.8 ％。」べ同書93頁）　
つぎは，「恐慌を長びかせる要因としての労働者状態の悪化」である。「ブ
ルジョアジーは数百万の労働者および使用人を失業させ，賃銀を切下げ，物
価を出来るだげ高水準に維持した。ブルジョアジーは，労働者,イ使用人，農
民，植民地人口の状態を悪化させることによって，自己の状態を緩和するこ
とができた。　その一端を示すものとして掲げられてい る表にょれば，「アメ
リカ合衆国の加工工業における就業労働者数の減少率」は，1929－1932 年に
おいて38.8％に達した。また「ドイツにおける労働者，使用人，官吏の収入
低下率」は，1929－1932 年において42.0 ％に及んだ。　
さらに「新たな循環。特殊の不景気。将来の見通し」について，ヴァルガ
はいっている。「1929 年の恐慌は， 前古未曾有の深刻さと持続性とに拘わら
ず， 矢張り資本主義経済の内的協力の作用によって克服されるに 至 っ た。1932
年の夏に，世界的規模において恐慌の最低点を通過した。恐慌は緩慢乍
ら，また極めて不均等にではあったが 即ち，国別において，生産部門別
に よっ て，一時 的に 容易に さ
において，一 特殊な不景気へ移行した。資本主義経済の新たな循環が開か
れた。」（同書87～98頁）「恐慌および不景気の克服は， 国によって， 二つの特殊
な要因一 莫大な軍備および本位貨の減価
れた。」（同宗00頁）
最後に「新たな循環の著しい不均等性」 が説かれている。「日本は1929年
の水準を既に1933年に超えたのに，小諸国は1934年に，イギリスは1935年に
追抜いたのに，アメリカ合衆国では，1936年になってさえ,  1929年の水準に
達してさえいないのである。」（同書102～10頂）
5　
最後に『現代資本主義と経済恐慌』（1962年）に移ろう。　
その]V （上巻所収）において「1929－33 年の経済恐慌」がとりあつかわれて
いる。　
「1. 恐慌の深さについて土 ヴァルガはいう「最近の恐慌はその深さの点
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で こ れ ま で に お こ っ た す べ て の 恐 慌 と く ら べ て は る か に 優 っ て い る 。 生 産 手
段 の 生 産 の 低 下 は と り わ け は げ し か っ た 。 そ れ は2 分 の1 以 下 に お ち た 。 と
こ ろ が 消 費 手 段 の 生 産 は 全 体 で4 分 の1 減 っ た だ け で あ っ た 。」（同書161 頁）彼
の 掲 げ て い る表 に よ る と ， ド イ ツ の 工 業 生 産 は1929 年 か ら1932 年 ま で に 総 指
教 で －40.6 ％ ， 生 産 手 段 指 数 で －53.0%, 消 費 手 段 指 数 で －9C.00/ と な っ た 。
ま た ア メ リ カ 合 衆 国 の 生 産 低 下 率1929 －1933 年 に ， 石 炭 －41.7, 銑 鉄 一79.4,
鋼 鉄 －76.4 で あ り ， 棉 花 消 費 高 の 低 下 は31.0 ％ で あ っ た 。　　
「恐 慌 が こ う し た 特 別 の 深 さ を し め し た 根 本 原 因 は ， 生 産 手 段 が 過 剰 で あ
る と こ ろ に あ り ， こ り 恐 慌 に さ い し て は ， 全 世 界 に お い て 第1 部 門 に お け る
生 産 の と く に は げ し い 低 下 が お こ っ た の で あ る 。」（同書162 頁）世 界 工 業 生 産 指
数 は ，1928 年 を100 と し て1929 年 か ら1932 年 ま で に ， 生 産 手 段 は110 が62 に な
う た が ， 資 本 手 段 は105 か ら89 に な っ た だ け で あ っ た 。「1932 年 に は ， 恐 慌 が
も っ と も 深 い と こ ろ に た っ し た 。 そ し て 第1 部 門 に お け る 生 産 は1913 年 の 水
準 に く ら べ て10 ％ も 低 下 し た （端 数 は 切 捨） こ れ に 反 し ， 第n 部 門 に お け る
生 産 水 準 は ，1913 年 に く ら べ る と10 が も 高 か っ た （端 数 を 切 捨 て る）。」 も ち
ろ ん こ の 両 部 門 の 生 産 の 低 下 」 は 「 個 別 の 国 々 で 非 常 に 不 均 等 で あ る 。」
《同書163頁）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。 　
「 日 本 に お い て は ， 恐 慌 の 最 低 点 は す で に1931 年 に と お りす ぎ 灯 。」（同書
164頁）これは明らかにいわゆる満州事変
のためであった。
中国東北部への侵略戦争の開始
つぎに「2. 恐慌の慢性的な性質」 について。「今日の恐慌は慢性的な農
業 恐慌とからみあって，例外なしにすべての資本主義諸国をとらえた，
工業国と農業国 乱 帝国主義国も植民地 乱 生産手段 と消費手段の生産乱
日用品の生産も原料乱 国内商業 と外国貿易 仏 取引所も信用もとらえたの
であった。」「ここで例外をなすのは，航空機製造工業，人絹の生産，等々と
いった戦争準備と直接関係ある若干の工業部門だけである。」（同書16頂）　
「3. 恐慌の長さ」「今日の恐慌は資本主義史上疑いなくもっとも長くっ
づ いた恐慌である。」 アメリカにおける生産低下の持続期間 は1929－1932 年
の恐慌において，鉄が39ヶ月間，石炭が41ヶ月間，建築契約高が57ヶ月間で
あ った。　　
「生産の低下が最低点に到達するまでに要する期間か非常に長いというこ
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とは，それと同時に，恐慌が未曾有に長かったことを規定するものであり，
それは資本主義の全般的危機によるものであり，自分の商品価格の値下がり
を押えようと試みる独占体の影響に，さらに部分的には。国家の措置による
ものである。　こうしたことになって結局恐慌は長びかされたのであっ た。」
（同書168頁）　　
「4. 恐慌時におげる物価の値下がり」「恐慌的における物価の値下が り
は，これまで起ったすべての恐慌（戦後恐慌をのでいて）とくらべて， くらべ
ものがないほどはげしいものであった。こめ非常にはげ しい物価の値下がり
が恐慌の一連の重要な，質的に新しい発現一 平価の切上げ，外債の支払い
不 能， 資本の輸出停止の土台を形づくっている。」（[W|書169頁) 1929－1933 年に
おける物価の低落率（年平均数高）は，ドイツ00 0/ フランス36％，イギリス31
‰　アメリカ31％であった。　　
「5  . 利潤の低下」「いかかる恐慌においても取得される剰余価値は 減少
する，というのは，搾取される労働者数は激減するし，賃銀の引下げは価格
の値下がりを償うことができないからである。取得さるべき剰余価値の総率
が減少するということは， これまで利潤の総率が減少するというこ と で あ
る。」「しかし価格が大幅に低下すれば，利潤が剰余価格 よりもずっとはげし
く低下することになる。」（同書m 頁）これについてヴァルガの掲げている表に
よれば，アメリカ工業433 社の利潤（1928年＝100）は，1929 年の113.5 から1932
年の7.0まで低下し イギリスの利潤（1924年＝100）は，1929 年の120.1
から1932年内758 となり，ドイツの利潤（単位百万マルク）は，1929 年の315か
ら1932 年の73に低下した。　　
「6. 信用恐慌とその特殊性」について， ヴァルガはいう。「今日の恐慌
の特殊性は，信用恐慌の公然たる発現が2  －3 年遅れてやってきたところに
ある。信用恐慌が破局的にあらわれたのは，ドイツでは1931 年の夏のことで
あったし アメリカ合衆国では1933 年の3 月になってからであ っ た。」（同書75
頁）　
「7. 平価切下げ」「多数○国家が実施した平価切下げは， これまでのい
かなる恐慌にさいして右見られなかったような質的関係において新しいモメ
ントである,。」（同書176～177頁）　
「8. 金本位制について」 はすでにここで 論ぜられている。　スターリン
32
ダ・ブロックは金の流出によって国際収支が一時赤字となったために，金本
位制を離脱せざるをえなかった。　ドル・ブロックは債務者の状態が耐えられ
ないものとなったために貸付資本を犠牲にして工業資本を助けるために金本
位制を離脱した。日本の世界恐慌と絡みあった金解禁→金輸出再禁止の悲劇
は本書には記述がない。「信用制度および資本輸出の減退」 ははぶいて，　
「10. 外国貿易の減退」 に移ろう。「世界の貿易額は恐慌前の額の30分の1
にまで減った。この減退の半分は価格の値下がりによるものであり，その残
りの半分は数量0 減少によるものであるU 「外国貿易の減退も不均等に生じ
ている。たとえば日本のごときは，恐慌時にも世界貿易において自国のしめ
る割合を増加させることができたのに，アy リカとドイツの比率は減少して
いる。」（同書186～187頁）日本の貿易額の増加はいわゆるソシアル・ダムピンダ
によるものである。　
つぎには「世界農業恐慌」 が論じられている。「工業恐慌は戦争終結当時
からつづいている慢性的な農業恐慌とからみあっている。それは工業恐慌を
深化させ，長びかせ，農業恐慌をさらに激化させ，恐慌に全般的な攻撃をあ
たえた。穀作農業，畜産業，乳経済，原料の生産。この恐慌の社会的および
政治的諸結果は非常に大きく，全ブルジョア世界における農民層は動き出し
た。」（同書187頁）資本主義が知っているのはただ二つの全般的な,長期にわたる
農業恐慌―1873 一1895 年のヨーロッパの農業恐慌と今日の農業恐慌-
だけである,。」（同書188～189頁）　
つぎは「植民地におけ恐慌」である。「帝国主義諸国の資本は恐慌のかなり
の部分を真先きに植民地に転嫁してしまうから，植民地では恐慌がとりわけ
深刻であり，破壊的である。」（同書20頃）その理由は，なによりもまず植民地
および半植民地の大多数は農業国であり，慢性的農業恐慌に よって手痛い打
撃を受けることと，帝国主義が植民地を本国の原料提供地に変えてしまうこ
とである。　
最後にヴァルガは「恐慌を人為的に克服しようとの試みは成功しない」と
主張している。「資本主義の全般的な危機 乱　 過剰生産恐慌もと右に， マル
クスがかつていい表わしているように，資本主義の『自然法則』の結果なの
である。資本主義の全般的危機とは，資本主義社会秩序なるもりが歴史上京
の聞の社会形態であるという事実をいい表わしたものでしかない。いかなる
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人為的措置をこうしようと乱　 このことをなんら変えることはできな い。」
（m 書206頁）「過剰生産恐慌とは， 資本主義のすべての矛盾が強制的に 発現 し
たものであり，モれと同時に，これらの矛盾を一時的に解決させるものであ
る。だから恐慌を緩和させたり，あるいは恐慌の終結を早めようとしたとし
て乱　結局は， 恐慌期間を延長させるだけに終ってしまうのである。」（同書207
頁）　
彼に よれば，アy リカ合衆国のルーズベルト大統領のニュー・ティール政
策も結局資本主義のこの「自然法則」の結果として一定 の成果をおさめたの
である。事実それが実施さればしめた1933年には，アメリカ資本主義はそれ
自身の力によって大恐慌から抜け出しつづあったのであ る。（その他のドイツ
のナチズム平日本の軍国主義のいわゆる「統制経済」については問題にならないノモ
れは非道極まる人民大衆の収奪であったばかりでなく，そのまま「戦争への道」であ
ったからである。）　
それについてヴァルガは書いている。　　
「現実において乱 資本主義の現状は第一次世界戦争当時の資本主義の状
態と多くの点て似ている。それは第一に，将来の世界戦争のための準備がま
すます決定的にすべての国家の経済政策を決定しているからである。多くの
資本主義国，とりわけ 日本とドイツの経済においては，すでに今日非常に強
力に軍事経済の特徴がもらわれており，モれが国家の経済干渉を不可避的に
しているのである。　
第二に，革命的危機が急激に成熟してくると，ブルジa アジーの支配が脅
威にさらされるから，ブルジョアジーは自己を十分に擁護するために国家の
力を強めざるをえなくなる。そこからでてくる国家機関 のファシズム化は，
国家資本主義の傾向強化と深い関係かおる。上（同書217頁）
6　
同じ『現代 資 本主義 と経 済恐 慌』（1963年刊第2 刷）には 「新 しい 恐 慌に 直 面
す る資本主義 世 界（1938年）」（下巻のVI) が収め ら れてい る。 これ は1937 年O
世 界恐 慌 の研 究 であ り， こ のとき多 くの帝 国主義列 強は 第 二次 世 界大戦 の前
夜にあった 八　 一 部 の国 々では すでに 事実上大 戦に突 入 してい 九 。（例えば1937
年に開始された日本の中国全土侵略戦争）　　　　　　　　　　　　　　　　　 ニ
34　
ヴァルガはいう。「アメリカにおいて1937 年の秋におごった経済恐慌 は，1929
年の恐慌をもって始まった循環がこれで終ったことを意味するものであ
る。」（同書23頁）rそこでつぎに,   1929年にはじまり今日完成をみつつある循
環を特徴づけておこう。こんどの循環は資本主義の全般的危機の影響の作用
をうげてはなはだしく変形されている。」（同書24頁）「世界工業生産高 は 新し
い恐慌が発生するまでに1929 年の水準をわずかながらも上廻ったが，アメリ
カではこの水準にまでもたっしなかった。」「以上のことからもわかるように，
この循環はもはや繁栄などということについてはいわずもがな，全世界をと
らえた活況もみずにおわってしまった。」「今次の循環においては，繁栄局面
をともなわなかったとはいえ，各国の工業生産高は前循環の最高点をいちじ
るしく上廻った。 それとともに各国とも新しい恐慌が起った た め， やはり1929
年の恐慌を克服することはできなかった。 それは資本主義経済の不 均
等性に よってそうなったのである。」（同書25頁）　　
「1937 年をつうじて新しい恐慌が成熟してまた兆候が世界的規模において，
取引所商品の価格の値下がりや株価の暴落となって，あらわれた。しかし恐
慌が生産の分野に発生したことを確認できたのは，ただアメリカにおいてだ
けであった。　
アメリカにおいては工業株の株価の値下がりはいつになくはげしいもので
あ った。 1929年の株価を100 とするならば，1937 年3 月の月平均株価は80.3
となり, 11 月にはすでに50.7 とたった。」（同書27頁）　
かくして新しい政策によって犬恐慌を克服しうるというニュー・ダ イール
の神話は事実によって破砕されたのである。　
ヴァルガはさらにいう。　　
「この循環全体をつうじての工場建設および機械設備にたいする受注額に
ついての数字は，この循環の時期にはアノリカに固定資本の本来の拡張がお
こなかれなかったことを明白に示している。……固定資本の拡張……第1 部
門の生産の循環性成長の主要な基礎である…‥・力1おこなわれなかったという
こと‥したがってまた，第U 部門の商品の販売が拡大されなかったというこ
と，これこそがアフリカにおいて，繁栄局面がもらわれたいで前循環の最高
点にたっするに先立つ七, すでに新しい恐慌が爆発してしまったところの主
原因の一つなのである。」（同書31～32頁）
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ヴァルガは次いでこの1937年恐慌がけっして「中間恐慌」ではなく，「真の
過剰生産恐慌が始まるためのすべての前提」が「アメリカに現存していた」
て同書42頁）ことを論証している。　
この1937 年恐慌が1929 年恐慌を凌ぐ世界大恐慌に発展しなかっ た の は，1939
年9 月勃発の第二次世界大戦のせいであるが，世界大戦は決して世界市
場恐慌の解毒剤などではない。それどころか，すでに見たように世界大戦は
世界市場恐慌が解放するどころのもの以外の諸矛盾 屯含んでの一大暴発なの
であり，人類の一大殺戮なのである。これについてはあとでもう一度のべる。
その他に国々については
チス党と軍隊
あった。
い報復を受けたのである
本論文執筆の時機（1938年）に は，
7
「モ
で
例えばナ
の他の資本主義諸国においても……生産の分野で恐慌がまだ公然と表面化し
てはいないにして乱 恐慌が始まる兆候かおることは明らかである。」（同書451
頁）という程度であった。　
しかしこれらの恐慌の兆候は，やがて1939年9 月勃発の第二次世界大戦に
よって解消されてしまうのであるから，ここでは特徴的なファシスト国家の
ばあいだけを見ておきたい。　
ファシスト・ドイツはその成立（1933年）以来， 工業製品亀農産物尤人間
もすべて統制乱 軍事用と軍隊とに総動員した。その結果がどうであったか
今更いうに及ぶまい。
軍国主義日本のばあいはこれといくらか形態を異にしていた
とはいえ基本的には同じこと すなわち「破減」
こ れ
だから景気循環を中断したかに見えたファッシスト経済はそれ以上の手痛
曰く「国民経済の壊滅」，と。
それはそういうものとして世界唯一の
最後にまず第一におことわりせねばならぬことは，ヴァルガの資料豊かで
鋭い研究によって乱 それは結果「独占資本主義のもとにおける世界恐慌史」
ないし「諸世界恐慌論」であって，
マルクス＝レーニン主義的研究として極めて貴重であると思 うが
をわれわれが本来企図したよりな「独占資本主義のもとにおける世界市場恐
慌論」にまで理論化するためには，やはりマルクス級の頭脳が必要であると
36
思われる。もとより独占資本主義は産業資本主義に比べてその矛盾も深刻か
つ複雑であり体制的危機に直面することも多いから，その危機の爆発として
の「世界恐慌史」ないし「論」は充分な意義かおる。しかしそれを「世界首
場恐慌論」 にまで理論化することは，本稿第二部表題の，「序論」に九点を
おいていまはひとまず筆を掴くほかはない。　
次に「世界市場恐慌」によって解決される矛盾と世界大戦によって解決さ
れる矛盾との異同についてー 。これについてはすでに述べたが，問題が余こ
りにも重大であるので，現段階の問題にひきなおして一言しておきたい。ず
でに見たように古川氏の著書には次のごとくあらた。「恐慌にその解決を見
出す矛盾と戦争に解決を見出す矛盾とは決して同じではない。前者は「生産
力と消費力の矛盾」を経済法則の範囲内で自己解決してゆくのに対して，後
者は生産と消費の問題を含んだうえで経済的力関係と政治的力関係の不均衡
を一致させるために行われる・政治（軍事）的・経済的両面にわたる文字ど
おり赤裸々な暴力による均衡化過程である。」（前掲書22頁）　
第一次・第二次世界大戦についてはその通りであると思われる。しかし切
迫しているとも伝えられる第三次世界大戦はどうか。周知のように,  1974,5
年恐慌以来資本主義世界は深刻な恐慌・慢性不況とインフレーションのだ
か にあ る。 この意味で経済的に解決すべき問題をもっているのである。
しかもその解決策は，金融資本の立場に立つかぎりファシズムと戦争以外に
はないといっても過言でないようである。しかしもし第三次世界大戦が起九
ばそれは瞬時的にして全面的な熱核戦争→人類全滅に拡がるであろう。なぜ^
なら同時に極東，欧州，中東，アフリカ等々において熟核戦争が始まるだろ
うからである。初めは社会主義の祖国ソ連邦の抹殺にあった金融帝国の目直
が，結果とし七は自らを含む全人類の絶滅に終るのである。これは破滅した
資本主義の社会主義および全人類との無理心中であるというべきであろう。
これを阻止する道はただ一つ全世界人民の反戦運動と，さらにすすんでは世
界的な民主革命運動との勝利である。　
世界大戦一革命論は不可能となった。マルクス＝エングルスの恐慌一革命論・
が再評価さるべきであると思う。といって乱 今日の高度資本主義諸国では武，
力革命は不可能である。わが国でも1970 年代には失敗したが，1980 年代には
新しい恐慌のもとで一大国民運動によって民主連合政府が樹立されることが斯
世界市場恐慌論序説　　37
待 され る。　
第三 に本稿 が第二 次世 界大戦 までで 終っ てい るこ とに つい て であ る。 国家
泉 占資 本主義 は,   1929年恐 慌直 後 の1933 年 頃 をほぼそ の端 緒 としてい る よう
であ る（アノリカのニュー・ティール， ドイツのナチス経済等）が，そ の最 初に おい
て は必 ず しも充分 な威力 を 発揮 しえ な か った ようで あ 右（ニュー・ティールは
新しい恐慌によって押し流され，ナチス経済は軍事経済そのものであ
った。）。　そ れ
が 第二 次世 界大 戦を へた の ち， ア メ リカ金融 資 本 の世界 支配， 戦 災 の復 興
お
よび戦時 の ぐりのべ需 要等 々 と結 びう い て種 々政 策に よっ て特 に 景気循 環に
対 して強力 な作用 を発 揮 しは じめ た。 すな わち恐 慌 とな
って勃 発 す るべ き矛
盾 を国 家独 占資 本主 義 の諸 機構 が不 況 として抑 え たの であ る。
か くして第二
次 大戦 後 の資 本主義 は1944,5 年 の第 二次 大戦後 最大 の世 界恐 慌 とそ れに つづ
ぐ 浸性不況勃 発に至 る までは ，小 規模 で 底 の浅 い1957,
   8 年恐 慌 しか世 界恐
慌ヽを経験 しなか った のであ る。（もちろん各資本主義国，例えばア
タリカ， 例えば
日本は， 幾度かの一国恐慌を経験しているが。） そ して特定 の国では 長期に わ た
るいわ ゆる 高度成長 が みら れた 。　
この「 国家 独占資 本主 義段階 で の世 界 市場恐 慌」（r恐慌の基礎理論』まえがきI
） の理論を 全面的 に 明 らかに す る ことは， わが 国 の もっと もす ぐれた恐 慌:
理 論家 であ る林直道 教授か そ の生 涯 の究極 目標 的 労作 とし て約 束 され てい る
ところ（1976年10月）であ る。資 料 乏し く，研 究時 間足 らず， 協 同研 究者な き
お たし は， こ の「国 家 独占資 本主 義 のも とにおけ る世 界 市場恐 慌」
とい うわ
九 われ経済 学研 究者 のみ なら ず 同時代 の資 本主義 世 界の全 勤労人 民 に とっ て，
死 活的に緊要 な問 題 の解 明を 林教 授に 期待 し て本稿を 了 る。　　　　　　　　
（1978年10月3 日受理）
